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C - 1 -36  SIRSに伴う ALI/ARDS発症における好中球エラスターゼの役割
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全身性炎症反応症候群 (SIRS)に伴う急性肺

傷害 (ALI)/急性呼吸窮迫症候群 (ARDS)

患者で、は好中球エラスターゼが著明に上昇

しており、 1)-3) ALI/ ARDSの発症に好中球エ

ラスターゼの関与が示唆されている。今回、

SIRSのみ発症した症例ならびにSIRSに伴っ

て ALI/ARDSを発症した症例において血摂

好中球エラスターゼを測定し、比較検討した。

[方法]SIRS群はSIRS発症後、連続4日間

好中球エラスターゼを測定した。 ALI/ARDS

群は ALI/ARDS発症前と発症時に好中球エ

ラスターゼを測定した。[結果]SIRS群は男

性 5名、49:t9歳、ALI/ARDS群は男性6名、

女性3名、 66.7::t13. 0歳であり、 ALI/ARDS

群がより高齢であった (p< O. 05) 0 SIRS陽

性項目数はそれぞれ1.84:t1. 23、2.57:t0. 87、

好中球エラスターゼは 126.9士49.5、440.0

::t 565. 6 ng/ mlであり、好中球エラスター

ゼは ALI/ARDS群で有意に高値で、あった (p

<0.01)0 ALI/ARDS発症前に好中球エラス

ターゼを測定しえた7例のうち5例は発症時

よりも発症前が高値であった。健常者6名の

好中球エラスターゼは 43.7:t13. 2ng/mlで

あり、 SIRSおよび ALI/ARDS群では著しい

高値であった (P<O.OOl，P<O.01)o [結論]

SIRS症例で、は血柴好中球エラスターゼが高

値となり、 ALI/ARDS症例ではさらに高値と

なった。また、血柴好中球エラスターゼは

ALI/ARDS発症前にピークを示した。これら

の結果は好中球エラスターゼが ALI/ARDS

の発症に深く関与していることを示してい

る。
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